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山都町の人口
〔平成 30年 10月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，２７２人

７，８２２人

１５，０９４人

６，５５４戸

（　　０）

（　　６）

（　　６）

（　１１）

※（　）は前月比

※最高齢は 108歳〔女性１人〕

※平成 30年 10月の出生者数   8 人

※平成 30年 10月の死亡者数 16 人
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山都町へ移住者されたご家族をご紹介します！
　４月に初めて山都町を訪れ、自然の豊かさ、人の温かさ、有機
農業の先進地であることに魅力を感じ、移住を決意された本田さ
んご家族。６月に東京都から北中島へ移住して、渉さんは町の農
業研修生として有機農
業を学ばれています。
丈くんは金内保育園に
通園し、可奈子さんは
２人目のお子さんを12
月に出産予定です。地
域の行事などにも積極
的に参加され、山都町
での新生活を楽しまれ
ています。

山の都地域しごとセンター　☎ 72-9111

　山野の草葉が色とりどりに色づ
き、秋も深まってきました。今年は
寒暖差が大きかったため、紅葉は綺
麗に色付いているとのことです。
　赤一色に染まる所や、赤と黄色が
色とりどりに重なり合う所、様々な
黄色がある所など、町内には綺麗な
秋景色が見れる場所がたくさんあ
りますので、ぜひお気に入りの場所
を探してみてください♪　　（坂本）

編 集 後 記

前号の訂正とお詫び
　広報やまと 10 月号 22 ページに掲
載していた氏名が間違っていました
ので、お詫びして訂正します。
○第二部登録牛の部黒毛和種
名誉賞首席　（正）木實菊男（高辻）
　　　　　　（誤）飯星一敏（柏）
牛の写真　（正）木實さんのゆり号
　　　　　（誤）飯星さんのゆり号
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○捜査の流れや支援制度の案内
を記載した手引きの交付

○指定された職員による被害者
支援

○捜査状況等に関する被害者へ
の連絡制度

○診断書手数料等の公費支出
　（支出対象事案に限ります）

○カウンセリング費用の公費支
出制度
　（一定の条件あり）

○再被害を防止するための制度

○関係機関団体との連携

11 月 25日～ 12月１日は「犯罪被害者週間」です！
　犯罪被害者等が置かれている状況、被害者等の名誉又は生活の平穏への配慮の重要性
について国民の理解を深めるための啓発事業を集中的に実施する週間です。

警察における被害者支援 警察の相談窓口

警察安全相談室
（警察の総合相談窓口）
096-383-9110
又は＃ 9110

肥後っ子テレフォン
（いじめ、少年非行などの
少年問題専門相談窓口）
0120-02-4976
096-383-9110

暴力追放相談電話
（暴力団が関係する事件・
トラブルの相談窓口）
096-384-0110

犯罪被害者支援室
（犯罪被害者支援・犯罪被害者
給付制度に関する相談窓口）
096-381-0110

（内線 2193～ 2195）

性被害者相談電話
（性犯罪被害に関する相談
窓口）
0120-8343-81
096-381-0110
又は＃ 8103

振り込め詐欺相談電話
（振り込め詐欺に関する相談）

096-381-2567

本田さんご家族　【渉さん（37歳）、
可奈子さん（38歳）、丈くん（1歳）】

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.pref.kumamoto.jp/police/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

　県警では、犯罪にあわれた方々に様々な支援を行っています。
　ひとりで悩まず、一緒に考えましょう。

性暴力被害者のためのサポートセンター・ゆあさいどくまもと
　　☎０９６－３８６－５５５５（年末年始を除く 24時間対応）
　　support@yourside-kumamoto.jp

　　熊本県公安委員会指定犯罪被害者等早期援助団体
公益社団法人　くまもと被害者支援センター

　　☎０９６－３８６－１０３３（電話相談、平日 10：00～ 16：00）
　　center@k-v-support.jp

・反射板　つけてみんなに　知らせよう 大原　咲希（矢部中２年）
・もうすぐ夜ばい　はよ明かりばつけなん　ライトアップ 水田　雄大（矢部中３年）

交通安全標語
平成29年度受賞作品
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